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はじめに 

 

高齢者がＩＣＴを安心・安全に、また日常生活において特別なものとして意識するこ

となく、楽しく便利なものとして利活用し、その恩恵を享受できるようにするためには、

ＩＣＴリテラシーの向上が必須です。また、高齢化が深刻な社会問題となっている我が国

においては、ＩＣＴリテラシーを身に付けた高齢者による地域の教え学び合う活動、豊富

な知恵と経験に基づき、ＩＣＴを活用した地域社会活動への参加、又は就労や起業による

社会参画が求められています。 

そこで、総務省では、高齢者のＩＣＴリテラシー向上に資する講習会を地域実証とし

て実施し、地域での効果的かつ持続可能な講習会の実施方法等を検証し、本手引書を作成

しました。 

本手引書は、講習会実施計画書の作成、受講者の募集、会場の準備、講師の配置等、

各段階の進め方や留意点を詳述するとともに、実際に発生した事例も取り上げた実践的な

手引書です。そのため、本手引書を参照しながら講習会を企画・実践することで、容易に

高齢者のＩＣＴリテラシー向上に取り組むことができます。 

また、講習会に利用できるコンテンツとして、この手引書の他にカリキュラム、講師

用・受講者用のテキスト、広報資料等を作成しました。これらのコンテンツは総務省ホー

ムページからダウンロードして、使用することができますので、高齢者のＩＣＴリテラシ

ー向上の取組にお役立ていただければ幸甚です。（地域特性等に適合させるための複製や

改変等は、自由にできます。） 

（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/media_literacy.html） 

 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/media_literacy.html
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１．「高齢者のＩＣＴリテラシー向上に資する講習会」に関する 

手引書について 

（１）本手引書の背景と構成 

我が国は、世界でも類を見ない超高齢社会に突入しています。「平成２６年版高齢社

会白書」（内閣府）によると、６５歳以上の高齢者は、総人口（平成２５年度時点で１

億２，７５０万人）の２５.１％（前年度２４.１％）にも達し、今後も増加傾向にあ

るのに対し、生産年齢人口（１５歳～６４歳）は、総人口の６２.１％（前年度６２.

９％）と、平成７年をピークに年々減少を続けています。また、高齢者のいる世帯は、

全世帯（平成２４年時点で４，８１７万世帯）の４３.４％を占め、このうちの５３.

６％が高齢者の単独世帯又は夫婦のみの世帯です。今後、高齢者の社会的孤立や孤独

等の問題が深刻化すると予想される我が国では、高齢者の社会活動を推進することが

重要です。 

一方、「ＩＣＴ超高齢社会構想会議報告書；平成２５年５月」（総務省）によると、

５０歳を境に、短期記憶能力は急激に衰えるが、日常問題解決能力や言語能力は、経

験や知識の習得によってむしろ向上すると報告されています。また、意識の面でも、

社会参画への意欲が非常に高まっている旨、報告されています。近年、コミュニケー

ション活性化のためのツールとして情報通信技術（以下「ＩＣＴ 1 」という。）の有効

性が見直され、また、日常生活においてもＩＣＴの利活用を前提としたサービスが一

般的になっています。しかし、このような中、高齢者のＩＣＴ利用率は他の世代に比

べて低く、また、ＩＣＴリテラシー 2 が不十分な傾向にあり、ＩＣＴ社会から取り残さ

れるおそれがあります。これを回避するためには、高齢者が積極的にＩＣＴを活用し

た情報の発信及び交流を通じて、高齢者の新たなコミュニティ形成や就労、起業、ボ

ランティア活動、地域課題の解決に向けた取組等社会参画を実施することが有効で、

そのためには高齢者のＩＣＴリテラシーを向上させることが必須です。 

これらのことを踏まえ、総務省は、平成２６年度に、「ＩＣＴ利活用による高齢者の

社会参画促進に向けた実証」事業（以下「本実証事業」という。）として、高齢者のＩ

ＣＴリテラシーの向上を図り、ＩＣＴを活用した地域社会活動への参画等に繋げるス

キル習得に向けた講習会のためのテキストや実施手引書等を開発しました。 

本手引書は、この実証事業を通じて得た有効な実施手順・方法等の成果を広く他の

地域へと展開するために取りまとめたものです。 

なお、本手引書の構成は、次のとおりです。 

第１章では、本実証事業の実施に至る背景及び本実証事業の概要について記述して

                                                   
1 ＩＣＴとは、Information and Communication Technology の略称であり、コンピュータやネットワ

ークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称をいう。  
2 ＩＣＴリテラシーとは、単なるＩＣＴの活用・操作能力のみならず、メディアの特性を理解する能力、

メディアにおける送り手の意図を読み解く能力、メディアを通じたコミュニケーション能力までを

含む概念をいう。  
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います。 

第２章では、本実証事業の成果事例として、高齢者が社会参画を実現し、自らを活

かし、役割を担った事例、受講者又はシニアボランティアの講師等から好評であった

講習会の取扱いを紹介しています。 

第３章では、「高齢者のＩＣＴリテラシー向上に資する講習会」（以下「本講習会」

という。）の開催に当たり、講習会の手順や留意点について記述しています。 

（２）「ＩＣＴ利活用による高齢者の社会参画促進に向けた実証」事業の概要 

本実証事業は、総務省が公募して全国から選定した１１自治体を実証フィールドと

して実施しました。なお、本実証事業の実施に当たっては、１１自治体のうち、５ヶ

所を前半グループ（平成２６年９月から平成２６年１１月まで実施）、６ヶ所を後半グ

ループ（平成２６年１２月から平成２７年２月まで実施）に分け、図１に示すスケジ

ュールで本実証事業を実施しました。 

また、実証事業の対象としたオペレーティング・システム（以下「ＯＳ」という。）

は、「Ａｎｄｒｏｉｄ ＯＳ」及び「ｉＯＳ」です。 

 

図１ 本実証事業の実施スケジュール 
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ａ）講習会の実施目標 

本講習会の実施目標は、ＯＥＣＤ国際成人力調査3 の「ＩＴを活用した問題解決能

力」等の客観的指標を踏まえ、ＩＣＴリテラシー向上に係る目標値を「ＩＴを活用し

た問題解決能力」の「習熟度レベル１：電子メールソフトやウェブブラウザなどの汎

用的なアプリケーションを利用して、自分で必要な情報へのアクセスや情報交換を行

い、問題解決する操作ができるレベル」としました。 

ｂ）各地域における講習会の実施概要 

本講習会は、表１に示す自治体及び運営協力団体の協力を得て、自治体が管轄する

地域の会場（計３６会場）において、計９９２人の高齢者に対して実施しました。各

地域における講習会の実施概要を表１に示します。 

表１ 各地域における講習会の実施概要 

地域（自治体） 運営協力団体 使用ＯＳ 開催時期 

北海道 

帯広市 

特定非営利活動法人 

とかちシニアネット 
Android 後半 

岩手県 

一戸町 

特定非営利活動法人 

いわてシニアネット 
Android 前半 

栃木県 

栃木市 

特定非営利活動法人 

  栃木県シニアセンター 
Android 前半 

新潟県 

新潟市 

特定非営利活動法人 

  新潟県高度情報社会生活支援センター 
Android 後半 

福井県 

坂井市 

特定非営利活動法人 

いきいきＩＴクラブ 
Android 後半 

岐阜県 

大垣市 

グレートインフォメーション 

ネットワーク株式会社 
iOS 前半 

和歌山県 

田辺市 

特定非営利活動法人 

つれもてネット南紀熊野 
iOS 後半 

山口県 

光市 

特定非営利活動法人 

シニアネット光 
iOS 前半 

愛媛県 

松山市 

特定非営利活動法人 

トータルサポート２１ 
iOS 後半 

鹿児島県 

薩摩川内市 

特定非営利活動法人 

鹿児島ＡＳＣ 
iOS 前半 

沖縄県 

南城市 
シニアネットＮＡＨＡ iOS 後半 

 

                                                   
3 国際成人力調査（Programme for the International Assessment of Adult Competencies ; PAICC）

の調査結果は、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）（http://www.oecd.org/site/piaac/）及び文部科学

省（http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/Others/1287165.htm）のホームページで公開され

ている。  

http://www.oecd.org/site/piaac/
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/Others/1287165.htm
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なお、各地域における講習会は、次に示す基本方針の下で実施しました。 

・各自治体の行政区域内に存在する３か所の会場を選定し、１か所当たり約１か月

間（２コース）の講習を行った後、次の会場に移動し、合計約３か月間の講習を

実施する。 

・各会場では、１コマ３時間程度の講習を全４コマ、これを１コースとして、同じ

内容の講習を２コース実施する。 

・各コースともに、受講者数は１５名を基本とする。 

つまり、各地域３会場（計３３会場）で、同じ内容の講習を３か月間で６コースを

実施し、各地域の目標受講者数は９０名（計９９０名）としました。 

しかし、一部の地域から、例えば、離島を含め、行政区域内において満遍なく講習

会を開催したい旨の要望もあり、特別に４会場（但し、コース数は６コース。）で実

施した地域があり、最終的に３６会場で講習会を実施しました。 

ｃ）講習会で使用した標準カリキュラム 

本講習会は、講習会を開催する地域において、講習内容のバラツキが生じないよう

に、ＩＣＴリテラシー向上や社会参画促進に資する「標準カリキュラム」を作成して

実施しました。作成した標準カリキュラムの概要を表２の示します。 

表２ 標準カリキュラムの概要 

回数 項 目 内 容 

第１日目 

(１コマ目) 

開会及び 

オリエンテーション 

◇開会式（開会挨拶、講師紹介等） 

◇オリエンテーション 

 ・講習会の目的に関する説明及び諸注意 

 ～学んで体験～ 

第１講義 

ＩＣＴ活用事例紹介 

◇講義のねらい 

タブレットは高齢者にとって有用なＩＣＴ機器で

あり、情報の取得やコミュニティへの参加を容易

にする。このため、高齢者であっても社会参画の

機会が十分にあることを理解させる。 

◇講義内容 

 ・ＩＣＴを活用すると便利な事例の紹介 

 ・ＩＣＴを活用による身近な社会参画の事例紹介 

 ・パソコン、タブレットの使用体験の発表 

（受講者の自己紹介を兼ねて） 

 第２講義 

基本操作 

◇講義のねらい 

電源のオン・オフ、画面へのタッチ方法等、基本

的な入力の仕方を習得させる。 

◇講義内容 

 ・タブレットの基礎操作（電源オン・オフ等） 

 ・いろいろな設定の方法（音量調整等） 

 ・ウィンドウタッチの操作 

 ・キーボードの操作 

 ・音声入力の操作 
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回数 項 目 内 容 

第２日目 

(２コマ目) 

～便利に使う～ 

第３講義 

 インターネットの利用 

◇講義のねらい 

インターネットにアクセスすれば、多くの情報が

容易に得られ、メールやテレビ電話等が安否確認

や高齢者自身の孤立防止に有用であり、また、オ

ンラインショツピング等の利用により生活の利便

性が向上することを理解させる。 

◇講義内容 

 ・インターネットでできることの紹介 

 ・インターネット接続の準備 

 ・電子メールの利用方法 

 ・テレビ電話の利用方法 

 ・ウェブの利用 

 ・インターネット利用に当たっての留意事項 

第３日目 

(３コマ目) 

～趣味で活用～ 

第４講義 

 楽しい使い方 

◇講義のねらい 

Facebook等ＳＮＳへの発信、趣味によるサークル

活動等を通じて、社会参画の機会が増大すること

を理解させる。 

◇講義内容 

 ・FacebookやＳＮＳの利用方法 

 ・動画と写真の利用方法 

 ・撮影場所のマッピング方法 

 ・電子書籍の利用方法 

 ・その他趣味に使えるソフトウェアの紹介 

  （音楽、ラジオ、お絵かき等のソフトウェア） 

第４日目 

(４コマ目) 

～成果と応用～ 

第５講義 

 ルート検索の方法 

◇講義のねらい 

自宅等から避難場所までの避難ルートのマップを

作成させることで、社会貢献への可能性を理解さ

せる。 

◇講義内容 

 ・ルート検索の利用方法 

 ・グループによる実習 

①受講者をグループに分け、自宅等から指定避

難場所までの避難ルートのマップを作成し、

危険箇所をチェックする。 

②タブレットの便利な利用方法及び趣味、就

労・起業、社会参画等へのＩＣＴ利活用に関

する討議 

 ・成果発表 

  （グループ毎に発表） 

 

 オリエンテーション 

及び閉会 

◇オリエンテーション 

 ・成果発表者の決定（本実証事業に限る。） 

 ・アンケートの配布、記入及び回収 

◇閉会式 
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「標準カリキュラム」には、実際のインターネットサービスの利用による体験学習、

ＳＮＳなどによるコミュニティへの参加と新規コミュニティの立ち上げ方法の解説、

グループ学習による身近な課題発見、成果発表を収録しました。また、単にＩＣＴの

スキル習得に留まらず、趣味等を通じた交流や就労、起業、地域の課題解決への取組

など、高齢者は、十分に活躍できる戦力であることを気付かせ、行動の動機付けを行

うとともに、講習を通じて自らが社会に貢献できる実感が得られる内容としました。 

ｄ）本実証事業の実施ポイント 

本実証事業の実施に当たってのポイントは、次のとおりです。 

・実施体制は、講習会を支援する自治体とその地域に密着してＩＣＴ講習会の開催

等の活動を行うシニアネット団体等と連携して実施しました。 

・講習会を支援する自治体と予め協議して、インターネット接続環境がある講習会

場（公共施設）、開催日、講習会実施に関する募集等広報活動方法を決定し、自

治体に募集等広報活動を実施して頂きました。 

・講習会で使用するタブレットは、特定のＯＳに依存した実証結果にならないよう

に、現在、広く利用されているｉＯＳとＡｎｄｒｏｉｄ ＯＳを選択しました。

なお、各自治体で実施する講習会で使用するＯＳは、いずれかのＯＳに統一しま

した。 

・講師は、受講者４名に対して１名以上の講師を配置しました。シニアネット団体

から推薦のあった講師候補者に対して、「講師用研修教材」を使って、２日間の

講習会を実施して１０７人の講師を育成し、“講師”を委嘱しました。 

・ＩＣＴサポーター4 は、各講習会に２名以上を配置しました。シニアネット団体

から推薦のあった１１５人に対して、「ＩＣＴサポーター」を委嘱しました。 

・講習会の成果を確認するため、記入式アンケートと対面式アンケート（ヒアリン

グ）の２通りのアンケート用紙を作成しました。記入式アンケートは、講師、Ｉ

ＣＴサポーター及び受講者の三者に対して行いました。対面式アンケートは、受

講者に対して行いました。アンケートでは、本実証事業終了後も、自治体又は地

域での自発的な取組みとして実施ができるよう、講習会の在り方を問う項目を設

定しました。特に、受講者に対しては、高齢者の社会参画促進等の観点から、講

習会の目的に関する理解度、講習会のカリキュラム（実施内容）及びその進め方

（実施方法）、講習会を機会に実践した社会参画について調査しました。 

                                                   
4 ＩＣＴサポーターとは、講習会を円滑に実施するため、実施自治体と講師との連絡調整、講習会の周

知等に関する自治体との連携、講習内容の確認・調整や会場設営等の諸準備を行う役割を担う者を

いう。 
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２．「高齢者のＩＣＴリテラシー向上に資する講習会」に関する 

成果事例 

（１）高齢者が社会参画を実現し、自らを活かし、役割を担った事例 

［事例１－１］高齢者がパソコン教室の講師を担当 

私は、定年退職後、自分に何か出来ることはないかと探し、市の「高齢者のパソコ

ン教室」を受講しました。それをきっかけに、「地域のＩＴクラブ」に所属し、地域

活動に参画しながら、パーソナルコンピュータ（以下「ＰＣ」という。）の勉強を続

けていました。 

タブレットの講習会の実施を「地域のＩＴクラブ」が受託し、講師のための講習会

を受講する機会を得ることができました。タブレットは、ＰＣと違った感覚で、戸惑

いもあり、初めは理解できませんでした。しかし、取り組んで行くうちに、自分でも、

タブレットは本当に手軽で便利であると感じるようになりました。理事長から、メイ

ン講師に指名され、不安もありましたが、折角のチャンスと心に決めて引き受けまし

た。引き受けたからには、自分も楽しく、活用できないといけないとの思いで、練習

に励みました。友達とメールや写真の写し方、テレビ電話でのおしゃべり、講習会会

場へのルート検索、避難ルートの作成等、お互いに意見交換しながら習得しました。

これも、楽しい思い出となりました。 

タブレットの講習会の講師を担当するに当たっては、「自分自身が理解できなかっ

たことは、受講者も同じである。指導の要点をゆっくり説明する優しさが大切であ

る」と心掛けて講義しました。受講者には、「カメラを使う」と「旅行ルートの検

索」に人気がありました。自宅で、こんなに簡単に交通機関の出発・到着時刻が分か

るのか、早速、旅行したいと言う人もいました。避難ルートの作成は、地元のことと

して、真剣に取り組む姿が印象深く残っています。タブレットは、聞いたことはある

が、若者がゲームをするものと思っていたが、自分も出来ると、大変、喜ばれ満足さ

れてもいました。 

タブレットの講習会の講師を担当し、自信と

やりがいを感じました。これからも自分も楽し

みながら、講師をしながら、沢山の出会いを大

切に、社会貢献しながら実りある人生を歩んで

行きたいと思っています。 
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［事例１－２］地域の問題を、カメラ機能を利用して解決 

私は、携帯電話とＰＣを所有し、体調が悪い時の病名や応急処置の検索、国会の政

治家の答弁等で分からない言葉の調査等に利用していました。タブレットが家にあっ

ても、使用法が分からず、難しいと思い込み、使おうとはしませんでした。 

今までは、タブレットのカメラ機能を使うことは考えていませんでしたが、今回の

講習会で習い、こんなに便利で使いやすいものであることがわかり、タブレットの使

用に自信がつきました。そして、テレビを見ながら、タブレットで分からない言葉の

意味を調べ、地名を聞いて、どこにあるのか等も調べています。タブレット使って、

身体の関節の仕組みを調べることができ、いつも準備運動をするようになりました。

さらに、地域の活動にカメラ機能を大いに利用するようにもなり、自分達の住んでい

る地域の問題を解決しやすくなりました。 

台風の予想進路も詳しくわかる様になり、川の氾濫の状況も写真で撮り、危険な状

態であることを市役所に説明でき、排水の工事が行われて、周辺の農家はとても喜ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで、地域の草刈りは生活道路と拝所のみで、保育園の子供たちの散歩道は対象

外でした。草が生茂る現場の写真を撮り、区の集まりで説明した結果、草刈りするこ

とになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、私は漁業に従事していますが、航空写真で、海の地形がよくわかり、リーフ

で船を止めることができる場所がよく分かるようになり、そのため、危ない所に釣り

船を止めている場合は指導しました。また、リーフの中で魚の通る水路がわかるよう

になり、追込み漁の袋網を入れる位置を簡単に決めることも出来るようになりました。

自然の大切さや危険な個所、潮の流れ等を教え、事故防止の指導を行いました。   
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［事例１－３］離島から、新鮮な魚介類の情報を発信 

私は、パソコンを持っていますが、文書や年賀状、写真を編集する程度で、スマー

トフォンやタブレットは使ったことはありませんでした。歳を取るとスマートフォン

やタブレットは必要がない、何の価値もないと勝手に思い込んでいました。しかし、

私の周りでも使っている方が徐々に多くなり、それを見たり、聞いたりして、少しず

つ関心を持ち始めていた時、私の住んでいる町から峠を越えて車で３０分のコミュニ

ティセンターで、講習会があるという案内がありました。いい機会だと思い、今後、

きっと使うことがあるだろうと思い、受講しました。 

私は、退職した後、漁業に従事して、自船で一本釣りや、素もぐり漁で生計を立て

ています。最近、インターネットショッピングをよく利用している友人にお願いして、

魚群探知機を購入しました。インターネットショッピングは、時間や距離を短縮し、

これを利用しない手はないと思いました。セキュリティについて勉強し、自分で利用

したいと思っています。私は、漁師ですから魚介類を獲り新鮮なものを提供するのが

仕事です。漁をしながら、お客様に新鮮な魚介類の情報を、リアルタイムで発信して

いきたいと思っています。お客さんも生産者の顔が分かり、すごく合理的であると思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、私は高齢者クラブの役員をしています。会員の皆さんに、「昔は高齢になる

と第一線から退き隠居するイメージがありましたが、今の時代は、インターネット等

を利用することで、たくさんの友人ができ、新たな社会とのつながりができ、まだま

だ、楽しく便利な世界がある。すばらしい生き甲斐づくりができる」ということを機

会あるごとに話をしていきたいと思っています。 
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［事例１－４］タブレットで地域のボランティア活動の状況を発信 

私は、ＰＣを使って、地域活動の案内状・企画書・予算書等の文書作成や写真編集

等を行っています。タブレット、スマートフォンの利用経験はなく、タブレットは、

ＰＣと何が違うのか？ 何ができるのか？ 情報を容易に発信する方法等を知りたく

て、講習会に参加しました。そして、タブレットは、持ち運びができ、どこでもタイ

ムリーな情報の取得・発信ができることが分かりました。この便利さを地域のボラン

ティア活動に活用しています。 

・タブレットを利用できる仲間をつくるため、地区の女性部に呼びかけ、「ＮＰＯ法

人シニアネット光」から講師に招き、１月１８日にｉＰａｄ講座を開催（８名参

加）しました。 

・「伊保木楽々会」の活動で、平成

２２年１０月から、「光市コミュ

ニティ交通事業」を活用して、高

齢化率の高い（６１％）伊保木地

区で、交通弱者の生活を支援して

います。交通弱者の送迎の車中、

タブレットで行事の案内や写真を

見せ喜ばれています。高齢者自身

が参加した行事は、興味をもって

見て貰えます。今後は、動画も見

せるようにしたいと思っています。 

・伊保木道路見回り隊（平成２６年

度光市元気なまち協働推進事業の

交付団体）として、緊急車両等の

通行の妨げとなる「支障木等の伐

採とその有効活用」活動を実施し、

活動状況をＦａｃｅｂｏｏｋへ発

信しています。伊保木地区のファ

ンや協力者を増やして地域の活性

化につなげていきたいと思ってい

ます。 
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［事例１－５］外国人に日本語の筆順を教えています 

私は、携帯電話を、緊急用として「ガラ携」を保有していますが、メール連絡以外

に、特別必要性を感ずることはありませんでした。最近になって、インターネット接

続可能なスマートフォンに興味を覚え、持ち運び可能で大画面のｉＰａｄ ｍｉｎを

購入しました。しかし、実際には活用する方法が解らず、かつ、必要性を感ずること

も無く月日が経ってしまいましたが、タブレットの講習があるとの情報をキャッチし、

早速、応募しました。 

私は、定年前後の頃から社会との接点を持つために、いくつかのボランティアグル

ープに属しており、今回の受講を通じて、各種アプリケーションの検索方法がわかり、

現在行っているボランティア活動に役立てています。また、講習会終了後、大垣市で

タブレット持込みの講習会が開催されたとき、サポート役を頼まれたので、２回担当

し、新たな勉強ができました。 

・（公財）大垣国際交流協会で、ブラジル人や中国人等の外国人（市内には約６千名

在住）に日本語を教えています。「筆談パット」（アプリケーション）で日本語の筆

順を教えると、良く理解できたと喜ばれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（社会福祉法人・大垣社協）聴覚障害者支援グループで、パソコンによる文字通訳

（要約筆記）を勉強しながら、実際の活動にも参加しています。まだ、個人的なテ

スト段階ですが、「IP Talk Viewer」（アプリケーション）を搭載したタブレットに

別のパソコンから講演内容等を同時通訳的に送信すれば、聴覚障害者にとっては、

大きなメリットがあると考えています。 
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（２）受講者又はシニアボランティアの講師等から好評であった講習会の取扱い 

［事例２－１］受講者の興味を引付ける標準カリキュラムの内容 

本講習会の実施に当たっては、講習会を実施する地域によって講習内容のバラツキ

が生じないように、標準カリキュラムの作成に当たっては、有識者の知見を取り入れ、

標準カリキュラムを作成しました。 

また、“ＩＣＴは、便利、簡単、楽しい”を実感してもらい、次回の講習会に行く

のが、待ち遠しいと感じてもらえる講習内容にしました。 

標準カリキュラム（表３参照）は、１コマ目は“学んで体験”、２コマ目は“便利

に使う”、３コマ目は“趣味で活用”、４コマ目は“成果と応用”と講習の主題を定め

て、該当する講義内容を選定しました。 

標準カリキュラムには、実際のインターネットを利用した情報収集などの体験型学

習、ＳＮＳなどによるコミュニティへの参加方法、新規コミュニティの立ち上げ方法

の解説、グループ学習による身近な課題発見、成果発表を収録しました。 

標準カリキュラムの作成に当たっては、単にＩＣＴのスキル習得に留まらず、趣味

等を通じた交流や就労、起業、地域の課題解決への取組など、高齢者は十分に活躍で

きる戦力であることを気付かせ、行動の動機付けを行うとともに、講習を通じて自ら

が社会に貢献できる実感が得られる内容としました。 

表３ 標準カリキュラム 

回数 講 義（項 目） 講 義 内 容 

第1日目 

(１コマ目) 

第１講義 

（タブレットの知識） 

・ＩＣＴを活用すると便利な事例の紹介 
・ＩＣＴを活用による身近な社会参画の事例紹介 
・受講者の自己紹介を兼ねたＩＣＴの使用体験の

発表 

 第２講義 

（基本動作） 

・タブレットの基礎操作（電源オン・オフ等） 
・いろいろな設定の方法（音量調整等） 
・ウィンドウタッチの操作 
・キーボードの操作、音声入力の操作 

第２日目 

(２コマ目) 

第３講義 

（インターネットの利用） 

・インターネットでできることの紹介 
・インターネット接続 
・電子メールの利用方法 
・テレビ電話の利用方法 
・ウェブの利用方法 
・インターネット利用に当たっての留意事項 

第３日目 

(３コマ目) 

第４講義 

（趣味での活用） 

・FacebookやＳＮＳの利用方法 
・動画と写真の利用方法 
・撮影場所のマッピング方法 
・電子書籍の利用方法 
・その他趣味に使えるソフトウェアの紹介   

第４日目 

(４コマ目) 

第５講義 

（成果発表と応用） 

・ルート検索の利用方法 
・成果発表（受講者を３グループに分け、自宅等

から指定避難場所までの避難ルートを作成し、
その結果をグループ毎に発表する） 

・便利な利用方法及び趣味、就労・起業、社会参
画等へのＩＣＴ利活用に関する討議と発表 
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［事例２－２］グループ実習・討論・発表は、コミュニケーション形成に有効 

４日目の第５講義では、効率的な講義の進行と受講者の社会参画の動機付けを促進

するためにグループ学習を取り入れました。 

具体的には、受講者を４名程度のグループに分け、自宅等から指定避難場所までの

避難ルートを作成し、危険箇所をチェックして避難ルート作成するグループ学習、タ

ブレットの便利な利用方法や、趣味、就労・起業、社会参画等に関し討議するグルー

プ討論と成果発表を実施しました。成果発表は、グループ討議の成果を皆さんの前で

発表するもので、通常のＩＣＴ講習会のカリュキュラムにはないユニークなものです。 

このグループ学習は、受講者同士の教え合いや学び合いにより、受講者の理解を助

けるメリットもあります。そして、限られた通信容量下で行う講習会では、効率的な

方法です。 

一方で、講義型式と比較して時間を要する場合があるので、カリキュラムの内容で

使い分けることが必要です。 
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［事例２－３］実施地域に密着した講師で、受講者はリラックスして受講 

本講習会は、地域で効果的かつ継続的な開催が可能となるよう、自治体の支援を得

ながら、地域に密着してＩＣＴ講習会の開催等の活動を行っているシニアネット団体

等と連携して実施しました。 

講師には、シニアネット団体から推薦を得た“高齢者向けのＩＣＴ講習会の講師経

験をもつシニアボランティア”を採用し、アシスタントを務めるＩＣＴサポーターも

シニアネット団体の紹介で採用しました。その結果、受講者に馴染みやすく、講義内

容も実施地域の特質に合わせて行うことができました。受講者からは、「受講前、受

講に対する不安があったのですが、講師の先生やアシスタントの方々も、同地域の同

年代の方で、ホットした気持ちになりました。また、操作で分からないこと、その他、

色々なことを積極的に聞ける環境は、すごく安心でき、リラックスして受講できまし

た。」というアンケート結果を多く得ました。 
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［事例２－４］事前の講師講習会で、講師のスキルアップと講義レベルの統一 

本講習会では、シニアネット団体から推薦された講師候補者に対して、講師用研修

教材（上段は受講者用研修教材のテキスト内容を記載、下段は講師が理解すべき、講

義内容の目的、説明のポイント、諸注意事項を記載）を用いて、事前に１コース４コ

マ分の講師用講習を２日間かけて実施しました。なお、講師候補者を指導する講師は、

本実証事業を請け負った「一般財団法人ニューメディア開発協会」で養成しているシ

ニア情報生活アドバイザーのうち、特に、ＩＣＴに関する教育と指導に経験豊富な人

材であると認定された者を派遣し、講師講習会を実施しました。そして、講習修了者

に対して、講師を委嘱しました。その結果、講師のタブレットに対するスキルアップ

を図ることができ、講義レベルの均一化を図ることができました。 

＜講師用研修教材の例＞ 
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［事例２－５］受講者４名に１名以上の講師を配置し、密度の濃い指導 

本講習会では、受講者４名に１名以上の講師を配置しました。さらに、シニアネッ

ト団体の紹介で採用したアシスタントのＩＣＴサポーターを２名以上配置し、密度の

濃い指導、気軽な質問、タイムリーな回答等が可能な指導体制の下で、本講習会を実

施しました。講師の指導については、受講者の６９％から「わかり易かった」という

評価を頂きました。そして、「操作で分からないこと、その他、色々なことを積極的

に聞ける環境は、すごく安心でき、リラックスして受講できました」という多数のア

ンケートの回答を得ました。 
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［事例２－６］受講者の募集広報の工夫で、多数の応募者多数 

本講習会の応募者の募集は、自治体及び地域に密着してＩＣＴ講習会の開催等の活

動を行っているシニアネット団体等の協力を得て実施しました。 

各地域で実施した募集では、市の広報紙(誌)への掲載、印刷したチラシの公共施設

への設置及び当該チラシの関係機関や団体経由での配布を行いました。応募者の７

０％が「市の広報を見て応募した」か「チラシを見て応募した」でした。なお、全体

の受講応募者は、定員（９９０人）の１.７倍の１,６８０人でした。前述の他、地域

によっては、次のような方法で募集して、効果を上げました。 

・市の広報紙(誌)では、字数制限があるので詳細を明示できない。住民は広範囲に住

んでいる。住民はチラシを見る機会が少ない。そのため、チラシを広報紙(誌)に差

し込んで、全世帯に配布しました。同様に、回覧板で、全世帯に周知しました。 

・マスコミと連携し、新聞記事(「愛媛新聞」(2014年9月10日)、「福井新聞」(2014年

12月11日))に掲載してもらったり、地元のケーブルテレビ（「坂井市ニュース」、 

2015年 1月21日～ 1月31日）で放映してもらったりしました。マスコミで取上げら

れた後の講習会には、多数の応募がありました。 
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［事例２－７］受講者通知の工夫で、間違いや安易な欠席の防止 

本講習会の受講者は、多数の応募者から、地域毎に６５歳以上の高齢者を優先して

採用しました。そして、当落を、応募者全員に通知しました。一般的な通知方法は、

電話又はＦＡＸです。受講者の一部は、「自分の申込んだ月日を忘れてしまう」、「自

分の受講日時を間違う」、「せっかく選定されたのに安易に欠席する」等の問題が発生

することがありました。その防止対策として、募集受付から講習会初回までの間に、

次のような方法で通知を行い、欠席防止等の効果を上げました。 

・往復葉書で応募を受付け、返信葉書で、当落を知らせ、特に、当選者には、講習会

の日時・会場・各種注意事項等を記載しました。 

・当選者に、ＦＡＸ、葉書又は郵便で、講習会の日時・会場・各種注意事項等を連絡

しました。（受講決定の案内） 

・受講日の２～３日前に、“受講可能か否か”の再確認の電話を入れて、欠席の防止

を図りました。 

・受講初日に、受講者に、「受講者登録票」を発行して、欠席の防止を図りました。 

＜受講決定の案内＞ 

 

                 ＜往復葉書での応募・通知＞ 

 

 

 

 

 

 

                        

 

＜受講者登録による手続＞ 
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［事例２－８］自治体の防災担当の協力を得て、地域の実際の防災対策を体験 

「自宅から避難場所までの避難ルートをマップ上に作成」の学習テーマにおいて、

ある自治体では、防災に関する関心を高めるため、自治体の防災担当を招き、出前講

座として講座を行いました。講習会実施地域の実際の防災対策を実感することができ、

また、行政と市民との交流の場にもなりました。 
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［事例２－９］グループディスカッションにＫＪ法を取入れて好評 

「タブレットの利用方法、趣味、就労・起業、社会参画等での利用方法に関する討

議」では、グループディスカッションを行い、ディスカッションの結果を各グループ

それぞれが発表し、更に全体で意見交換を行いました。 

ある自治体では、グループディスカッションに、ＫＪ法（データをまとめるために

考案された手法で、ＫＪは考案者のイニシャル。データをカードに記述し、カードを

グループごとにまとめて、図解、論文等にまとめていく。創造的問題解決に効果があ

る。）を取入れ、討論や取りまとめに効果を上げました。本技法は、その後に行われ

た他の自治体の講習会のグループディスカッションにも採用しました。 
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３．「高齢者のＩＣＴリテラシー向上に資する講習会」の進め方と

留意点 

３.１ 講習会の実施計画等 

（１）講習会実施計画書の作成 

講習会は、具体的な計画を立案して実施することが重要です。現状の課題を把握し、

その課題を解決するため、実施目的及び実施目標を定め、それを実現するための各プ

ロセスを設計して実施計画として取りまとめます。 

継続的な講習会であれば、講習会終了毎に実施計画を見直すことが有効です。 

講習会の実施計画は、必要に応じて、ＩＣＴリテラシー等に関する有識者（講習会

の開催の経験があるシニアネット団体等）の助言等を受けることも効果的です。 

・実施目的を明確に決める 

講習会を実施するに当たり、背景及び必要性等（課題）を踏まえて、実施目的を明

確に決めましょう。 

目的の違いによって、計画内容に違いが発生するので、受講対象者、研修教材等に

変更の必要性が生じる場合があります。 

（ポイント） 

・実施目的が“単にＩＣＴリテラシー教育を実施する（操作技術の習得が中心に

なる）”又は“ある目的のためにＩＣＴリテラシー教育を実施する（操作技術に

加え、ＩＣＴを利活用して何に使うかの習得が必要となる）”のいずれであるか

を検討します。これにより、標準カリキュラム、研修教材、受講者募集要項等

の内容が変わります。         【関連：２６頁、３４頁、３７頁】 

・操作技術の習得を受講目的と考える受講者が多いので、実施目的を明確に定め

ることが重要です。 

・講習会実施者と受講者の間で目的意識が異なる場合、講義内容に対する不満

（講義の速度が早い／遅い、講義内容が易しい／難しい）につながりやすいた

め、募集時に実施目的を明確に伝えます。        【関連：３７頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、高齢者がＩＣＴを日常生活で、楽しく、便利なツールとし

て利活用し、コミュニティ形成やボランティア活動等地域社会への参画につなげ

るために、ＩＣＴリテラシーの向上に資することを目的としました。 
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・講習会の実施目標を明確に決める 

講習会を実施するに当たり、実施目的を踏まえて、可能な限り、定量的に実施目標

を明確に決めましょう。 

また、講習会が単発のものか、又は継続的なものかで、実施目標の設定方法も異な

ります。 

（ポイント） 

・実施目標は、講習会終了時に評価が出来る目標とすると有効です。講習会終了

後、数年経過しないと評価できないような目標はなるべく避けましょう。 

・目標は、１つとは限りません。実施目的や課題解決のために行った現状把握の

結果等から設定すると有効です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、ＯＥＣＤ国際成人力調査（ＰＩＡＡＣ）の「ＩＴを活用し

た問題解決能力」の結果が低かったことに着目し、「ＩＴを活用した問題解決能

力」の「習熟度レベル１：電子メールソフトやウェブブラウザなどの汎用的なア

プリケーションを利用して、自分で必要な情報へのアクセスや情報交換を行い、

問題解決する操作ができるレベル」を目標とし、講習会終了時のアンケート結果

から達成度を評価できるようにしました。 

・講習会を実施する資源の前提条件を数字で明確に決める 

講習会を実施するためには、金銭的資源・物理的資源・人的資源等が必要です。講

習会の実施目的及び実施目標を鑑み、資源の数的前提条件を明確にしましょう。 

［対象資源］ 

- 講習会の実施予算 

- 受講対象者（年齢／性別）及びその人数 

- 開催月日、講習時間、講習回数、休憩のタイミング 

- 講習場所、設備、機材 

- 講師数、ＩＣＴサポーター数 

（本実証事業での事例） 

実証フィールドである１１自治体のうち、５ヶ所を前半グループ（平成２６年

９月から平成２６年１１月まで実施）、６ヶ所を後半グループ（平成２６年１２月

から平成２７年２月まで実施）に分けて実施しました。 

講習会の会場は、各自治体の行政区域内に存在する３か所を選定し、１か所当

たり、約１か月間（２コース）の講習を行い、次の会場に移動するようにし、合

計約３か月間の講習を実施しました。各会場では、１コマ３時間程度の講習を全

４コマ、これを１コースとして、同じ内容の講習を２コース（例えば、午前／午

後）実施しました。また、各コマは、週１回のペースで実施しました。 
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各コースともに、受講者数は１５名を基本としました。各自治体３会場で、同

じ内容の講習を３か月間で６コースを実施し、各自治体の目標受講者数は、９０

名を基本としました。 

講習会で使用するタブレットは、ｉＯＳ及びＡｎｄｒｏｉｄ ＯＳを選択しまし

たが、各自治体で使用するＯＳは、一つのＯＳに統一しました。 

講師は、受講者４名に対して１名以上の講師を配置しました。ＩＣＴサポータ

ーは、各講習会に２名以上を配置しました。 
 

・講習会の実施にかかる費用は、詳細に見積る 

講習会を実施するためには金銭的資源が必要です。経費は、詳細に見積りましょう。 

［見積対象項目］ 

- 講習会の計画立案、実施、とりまとめ等の人件費や旅費 

- 講習場所（設備使用料を含む）の使用料 

- 講習機材・備品等（通信料、プロバイダー料、運搬費用を含む、 

購入／レンタル・リース等の調達）の費用 

- 受講者用研修教材（検討／執筆、印刷）の費用 

- 講師用研修教材（検討／執筆、印刷）の費用 

- 募集／受付（チラシ等、通信、葉書）の費用 

- 講師の育成費用（講師育成に係る指導者の謝金や旅費等） 

- 講師の人件費（謝金）や旅費 

- ＩＣＴサポーターの人件費（謝金）や旅費 

- アンケート（検討／作成、印刷、集計）の費用 

（ポイント） 

・金銭的資源は、実施計画に沿って、項目毎に、詳細に、かつ、効率的に見積る

必要があります。例えば、機材の調達方法は、購入／レンタル・リース等があ

ります。どのような調達方法にするかは、機種・台数・使用期間・使用アプリ

ケーション等を考慮しながら、コスト効率を含めて検討します。 

                            【関連：３２頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会は、実証事業という性格上、限られた予算の範囲内で、如何に多様な

環境で事業を実施できるかが鍵となります。そのため、上記の「見積対象項目」

について検討することは当然として、特に、タブレット端末の台数を決定するに

当たり、機器の利用パターンをシミュレーションして、必要最小限の台数に絞り

ました。 
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・講習会の目的に見合った受講料を決める 

受講料を有料とする場合は、講習会の実施目的及び講習内容等から、そして、受講

者が高齢者であることを考慮して受講料を決めましょう。 

（ポイント） 

・自治体が実施する場合、受講者に、会場使用料や講師謝金の実費の一部を負担

させたり、予算の不足部分を負担させたりする方法が想定されます。 

・最初に、体験講習を行うケースもあります。体験講習の場合は、宣伝の意味も

含め、“ワンコイン”程度の受講料を徴収しています。興味を持った受講者に対

して、別途、本格的な講習を行う民間の例があります。  【関連：２７頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会は、国の実証事業でしたので、受講料は無料にしました。 

・講習会の開催時期、曜日等は、受講者が集まる時期・日時等を考慮して決

める 

講習会の開催時期・曜日等は、開催地域の事情に合わせ、受講者が集まりやすい時

期・日時を考慮して決めましょう。 

講習会の開催場所や講師等との事前の調整が必要です。 

（ポイント） 

・開催地域の事情にもよりますが、例えば、農繁期・冬季の厳寒期・台風時期等

は、出来る限り避けましょう。 

・高齢者は、家族との対応・趣味や地域活動等で、休日は逆に忙しく、講習会は

平日に開催して欲しいという要望があります。 

・夜間帯の開催は、公共施設の利用時間の制限や高齢者の移動時の危険性から避

けた方が賢明です。 

・講習会の会場として公共施設を利用する場合は、休館日や申込み方法（数ヶ月

前に、抽選で決定等）の事前調査が重要です。      【関連：３０頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、講習会会場の提供を前提条件に、本実証事業に協力頂ける

自治体を選定し、お願いしました。そのため、講習会会場の確保に当たっては、

各自治体の担当者に申込み等で多くのご配慮を頂きました。 

講習会は、会場毎に２コースとし、１コース当たり全４コマの講習を土・日曜

日又は祝日を含め開催することを想定しました。実際には、会場確保の関係、講

習会を実際に実施する運営協力団体の都合及び経験から、大部分は、２コースの

講習会を同一日の午前及び午後に開催し、一部、１日に２コマ（午前及び午後に

各１コマ）の講習会を開催する地域がありました。なお、一部の地域では、土曜

日に開催しましたが、大部分は平日に開催しました。 
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・講習会関係者の事前の意識合わせを行い、実施するための基本的な運用ル

ールを決める 

講習会の関係者は、主催者、講師、ＩＣＴサポーター等多岐に及びます。計画の早

期の段階で、講習会の実施目的及び実施目標について、全員の意識を統一することが

必要です。また、可能な限り、受講者のニーズを収集し、講習会の開催計画が立案で

きれば、より効果的です。 

（ポイント） 

・講習会の開催時、色々な事象が発生する可能性があります。予想される事象と

その事象に対する運用方針や対策等のルールを決めて、関係者と共有し、統一

した運用を行うことが重要です。さらに、講習会実施時の改善点のフィードバ

ックに対し、関係者間の情報共有も重要です。      【関連：４５頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、本講習会の実施計画や運用ルールの基本は、総務省の同意

を得て決定し、各自治体と地域の運営協力団体と調整した上で、関係者に周知徹

底を行いました。 

そして、各講習会の詳細については、可能な限り、講習会の実施を担う自治体

と運営協力団体の意見やノウハウを取り入れ、実施者が実施しやすいよう配慮し

ました。 

（２）カリキュラムの作成 

講習会のカリキュラムの作成は、講習会の実施において、最も重要なプロセスです。 

講習会の実施目的及び実施目標を踏まえ、効率的に実施できる内容にしましょう。 

講習会のカリキュラムは、実施計画と関係します。必要に応じて、受講者のＩＣＴ

スキルに合わせ、基本コース、応用コース等の複数コースを作成する方法も効果的で

す。 

講習会のカリキュラムについては、必要な都度、ＩＣＴリテラシー等に関する有識

者や講習会の実施経験者等に指導・助言等を受けることも効果的です。 

（ポイント） 

・本実証事業で開発、使用したカリキュラムやテキストは、総務省のホームペー

ジから入手可能です。これらのテキスト等を利用する場合は、地域の地図に差

替える等、地域の特徴に合わせたテキストに修正して実施すると有効です。 

                            【関連：４３頁】 

・講習会を、間隔をおいて複数回実施する場合は、講習会実施毎に明らかになっ

た改善点をフィードバックすると効果的です。      【関連：４５頁】 
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（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、カリキュラムの作成は、講習会を同時期に複数地域で実施

するため、基本となる「標準のカリキュラム」を作成しました。 

「標準のカリキュラム」は、ＩＣＴリテラシー等に関する有識者・経験者に指

導・助言等を得て作成しました。 

講習会は、前半と後半にグループ分けして実施しました。前半グループの講習

会で明らかになった課題を適宜、「標準カリキュラム」や「受講者研修教材」にフ

ィードバックしました。 

・講習会に出席したくなるようなカリキュラムにする 

ＩＣＴは、目的を実現するためのツールであり、その利活用が重要であることを理

解させましょう。そこで、ＩＣＴは「便利である／役に立つ／楽しいこと」を実感さ

せた後、難しい操作に進むと効果的です。 

タブレットの講座では、受講者の大半がタブレットを所有していないので、まずは、

触れて親しむ、そして、簡単に使えるという講義内容から始め、その後、タブレット

を使い続けたいと思ってもらえるような講義内容に進むと効果的です。 

（ポイント） 

・高齢者の受講目的は、就活のような経済的な理由は、ほとんどありません。そ

のため、安易に欠席したり、受講を辞めることが散見されます。特に、無料の

場合はこの傾向が強いようです。            【関連：４２頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、次のような「標準カリキュラム」を作成して実施しました。 

◆第１講義～学んで体験～ （ＩＣＴ活用事例紹介） 

タブレットが高齢者にとって有用なＩＣＴ機器であり、情報の取得やコミュ

ニティへの参加を容易にし、高齢者でも地域への社会参画できる機会があるこ

とを理解させる。 

◆第２講義～学んで体験～ （基本操作） 

電源のオン・オフ、画面へのタッチ方法等、基本的な入力方法を習得する。 

◆第３講義～便利に使う～ （インターネットの利用） 

インターネットにアクセスすれば、多くの情報が容易に得られ、メールやテ

レビ電話等が安否確認手段として、また高齢者自身の孤立を防止するためにも

有用であり、オンラインショツピング等の利用により利便性が向上することを

理解させる。 

◆第４講義～趣味で活用～ （楽しい使い方） 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ等ＳＮＳへの発信、趣味によるサークル活動等を通じて、

社会参画の機会が増大することを理解させる。 
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◆第５講義～成果と応用～ （ルート検索の方法） 

自宅等から避難場所までの避難ルートのマップを作成し、生活の利便性の向

上に留まらず、社会に対しても貢献できる可能性があることを理解させる。 

・座学は短く、受講者のＩＣＴ機器に触れたい気持ちを大切にする 

目の前にタブレットを置いたままで、テキスト等を使用した座学が長いと、厭きて

しまいます。座学は短くし、タブレットに触れさせて講義するようにしましょう。 

（ポイント） 

・“テキスト等を使用した講義”と“ＩＣＴ機器を操作しながらの講義”を組み合

わせますが、可能な限り、操作の時間を多く取りましょう。 【関連：４３頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、タブレットで何が出来るという座学を簡単に済ませ、すぐに触

ってみたいという受講者の要望に沿って、「日本地図パズル」を使って、楽しみな

がら、タブレットの操作に慣れてもらいました。 

・講習は、高齢者の特性に合った質と量、復習についても考慮する 

高齢者は、一つずつ納得が行くまで、ゆっくり、繰り返しの講習を望みます。教え

る量が多すぎると、講習を受けても結果的に何も覚えていません。 

また、講習の間隔が長いと、前回の講習内容を忘れてしまいます。 

このような高齢者の特性を考慮して、カリキュラム（講習内容と講習時間）を作成

しましょう。 

なお、講習会開始時には、前回の復習をカリキュラムに組み込むと効果的です。 

（ポイント） 

・高齢者に限らず、受講者は、タブレットと研修教材を自宅に持ち帰り講習会の

学びを再現して、復習したいと考えます。しかし、タブレットを利用するため

には、タブレットが利用できるインターネットの環境が必要です。また、途中

で操作方法が分からなくなった場合、自ら解決できるとは限りません。そのた

め、自宅でのタブレットを使用した復習は簡単ではありません。したがって、

自治体等が準備したタブレットを自宅へ持ち帰ることを許す場合は、事前に、

タブレット貸与のルール、インターネットへの接続の対応法、サポート体制等

を検討し、整備することが重要です。      【関連：３４頁、４１頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会は、実証事業であったため、与えられた講習時間内に盛りたくさんの

メニューを組み込む必要がありました。そのため、ＩＣＴに初めて接する受講者

の中には、理解がでない受講者がいました。 

また、本講習会では、多くの場合、同時期に２コースの講習を実施しているた
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め、タブレットを自宅へ持ち帰ることは出来ませんでした。 

復習については、前回の講習内容を復習し、思い出してもらいながら、次の新

しい講義に入る方法で講習会を実施しました。 

・講習は、ＩＣＴのリテラシー向上に関する内容以外についても考慮する  

ＩＣＴの講習会では、講習目的以外の機器の選び方等の一般的な事項についての質

問を受けることがあります。 

ＩＣＴの操作や技術以外の内容も可能な限り、講習会で取り上げると有効です。 

講義の時間に余裕がない場合には、研修教材（テキスト）に記載する方法でも効果

的です。但し、掲載内容がすぐに陳腐化する場合は、掲載を控えましょう。 

質問時間等を確保して、対応する方法も効果的です。 

（ポイント） 

・ＩＣＴの操作や技術以外の内容、例えば、タブレットの選び方・価格・運用費

用、利用するインターネット環境の選び方・構築・設定方法、アプリケーショ

ンの購入方法やダウンロード方法等についても教えて欲しいという要望があり

ます。予め、想定されるＱ＆Ａの準備や、可能であれば、地域のＩＣＴ関係事

業者や自治体の情報システム担当部署の協力を得て、質問対応を行うと効果的

です。 
 

（本実証事業での事例） 

ＩＣＴの操作や技術以外の内容に対するＱ＆Ａは、休憩時間等に、講師が自ら

の経験を活かして個別に対応しました。 

（３）実施体制及び協力体制 

講習会は、講習会を運営する関係者（主催者、講師、ＩＣＴサポーター等）と受講

者の間の信頼関係がその成否を決定します。 

受講者から信頼される実施体制と協力体制の構築が重要です。 

（本実証事業での事例） 

本講習会は、総務省から一般財団法人ニューメディア開発協会（本項目におい

て以下「協会」という。）が実証事業として請け負いました。実証フィールドは、

総務省が決定した１１自治体から提供を受けた公共施設等を利用しました。 

また、受講者の募集に関しては、自治体から広報紙(誌)掲載等の支援を受けて

実施しました。広報紙(誌)は、周知効果及び実施主体の信用度の面で絶大な効果

がありました。 

講習会を短期間で円滑に実施するため、受講者の集客状況、利用機器の配備、

撤収及び保管に関するスケジュール管理や、講習会全体の運営管理を行えるよ

う、協会内に実施チームを構築しました。 
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そして、このチームが、ＩＣＴ講習会の開催等の活動をしているシニアネット

団体等の中から本講習会に協力して頂く団体を、自治体と調整を図りながら決定

しました。 

また、このチームは、講習会の実務を担うシニアネット団体等と連絡を密にし

て、受講者の募集状況の把握、機器の配備、撤収及び保管状況等について情報共

有を図りました。 

・地域に密着したＩＣＴ関係の活動を行っているシニア団体等と連携する 

講習会は、受講者が信頼し、緊張せず、気兼ねなく受講できる環境作りが重要です。 

講習会は、前準備や講習会終了後のフォロー等を勘案すると、“地元の、地元によ

る、地元のため”の実施体制作りが有効です。 

（ポイント） 

・自治体が主催又は支援する講習会であれば、受講料の有無にかかわらず、高齢

の受講者には、講習会を信頼して頂ける傾向にあります。 【関連：３８頁】 

・ＩＣＴ講習会の開催等の活動を行っている地域のシニアネット団体等の協力を

得て、講習会を開催すると、きめ細かな運営が期待できます。 

・講習会を行う講師、ＩＣＴサポーターが、同じ地域・価値観の人であると、受

講生は緊張しないで、気兼ねなく受講することができます。 

                        【関連：３５頁、４２頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会は、講習会を支援する自治体と地域に密着してＩＣＴ講習会の開催等

の活動を行っているシニアネット団体等の協力を得て実施しました。講習実務

は、この団体が主体的に動いて頂くことで、受講者に対してもきめ細やかな対応

がとれる体制を確立しました。 

講師、ＩＣＴサポーターは、この団体から推薦を受けた、同じ地域の人に委嘱

しました。 
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３.２ 講習会の事前準備 

（１）会場の選定及び確保 

講習会の会場は、会場の設備状況、特にインターネット接続環境の事前調査とその

対策が重要です。 

受講者が集まり易い、交通の便が良い所を選定すると効果的です 

公共施設の利用料は、比較的安価ですが、休館日、使用可能時間、申込み方法等

（例えば、３ヶ月前に、抽選で決定等）の制限があります。事前調査が必須です。 

・会場の事前調査は、設備状況、特にインターネット接続環境が重要 

講習会の会場の設備状況（スペース、机・イス、スクリーン、プロジェクター、コ

ンセント数と容量、建物のインターネット接続環境状況（キャリアのサポートエリア、

インターネットへの接続とアクセス制限等）、機器の保管場所等）の事前調査が重要

です。 

事前調査は、対策に必要な期間も考慮して早期に行いましょう。 

特に、初めて講習会を実施する会場では、インターネット接続環境について、自治

体の情報システム管理担当と連携するなど、関係者から情報を収集して、講習会の使

用に支障がないことを事前に確認しましょう。 

（ポイント） 

・講習会の会場は、交通の便が良い所（例えば、公共交通手段でアクセスが可

能、駐車場が完備等）を選定すると効果的です。 

・インターネット接続環境については、机上確認だけでなく、講習会と同じ状態

（使用するタブレット台数、使用するアプリケーション等を本番と同条件）

で、事前に現地確認するのが有効です。         【関連：４１頁】 

・無線を使用する場合は、建屋やその構造等が接続の可否に影響する場合がある

ので注意が必要です。モバイルルーターをレンタルする場合は、本来、利用で

きるはずの通信機能が使用できないように制限している場合があるので、特に

確認が必要です。                   【関連：４１頁】 

・インターネットへの接続パターンは、大きく二つあります。 

 ａ）モバイルルーターを利用した接続 

 ネットワーク環境が整備されていない施設の場合は、モバイルルーターの

利用（図２参照）が有効です。 

この場合の手順は、次のとおりです。 

①通信キャリアがＬＴＥ／ＷｉＭＡＸサービスを提供していることをウェ

ブなどで確認します。 

②サービスを提供している場合は、通信キャリアに適合したモバイルルー

ターを選びます。 

③その上で、選んだモバイルルーターで充分な通信速度が得られるかを確
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認します。その確認には通信速度を測定するアプリケーションを一般の

サイトからウェブ検索し、タブレットにダウンロードして利用すること

ができます。 

 

図２ モバイルルーターを使用した接続 

 ｂ）無線ＬＡＮルーターを利用した接続 

ネットワーク環境が整備されている施設では、施設全体で無線ＬＡＮが利

用できる場合と、セキュリティの観点から一部のエリアでしか利用を許可し

ていない場合が考えられます。 

無線ＬＡＮが一部のエリアでしか利用できない場合には、無線ＬＡＮルー

ターの利用（図３参照）が一般的です。 

 

図３ 無線ＬＡＮルーターを使用した接続 

もし、無線ＬＡＮが一部のエリアでしか利用できない場合であり、かつ、

講座実施予定の部屋で使えない場合は、ＬＡＮケーブルで延長するか、又は

電波強度を補うため無線ＬＡＮルーターを中継器として配置して部屋まで無

線ＬＡＮの利用できる範囲を拡張します。この場合、施設内で大容量のイン

ターネット回線の使用を想定していない場合が考えられますので、施設に導

入されている元回線のスピードが充分であるかも確認する必要があります。

但し、施設のセキュリティポリシーによりネットワーク環境に対して回線ア

クセスが許されていない場合があるので注意が必要です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、講習会会場として、公民館・図書館等の公共施設を使用しまし

た。会場によっては、①「会場にインターネット接続環境が整備されていな

い。」、②「インターネット接続環境はあるが、自治体のイントラネット環境のみ

で、講習会で利用できる環境が整備されていない」等のインターネットへの接続
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が講習会の開催に必ずしも十分でない状況が発生しました。 

インターネット接続環境が整備されていない会場では、モバイルルーターを使

用して対応しましたが、利用できない会場もありました。但し、これは、レンタ

ルしたモバイルルーターが、本来、利用できるはずの通信機能が使用できないよ

うに制限設定されていたためであり、制限を外してもらうことで対応しました。

また、同機種のモバイルルーターでありながら、個体差でアンテナが立たないも

のもあり、別機種に変更して対応しました。アンテナが立たなかったモバイルル

ーターもその会場を離れるとアンテナが立ったことから、電波事情が通信に大き

な影響を及ぼしていることが分かりました。また、一部のモバイルルーターで

は、インターネット環境の確保が難しく、ネットワークがつながらないことが受

講者のストレスになりました。 

会場にインターネット接続環境はあっても、一般には接続を許可していない場

合もありました。このような会場では、自治体専用のＬＡＮ回線をマルチ接続に

することにより、講習会用のインターネット環境を確保しました。なお、講習会

側の接続先のプロバイダーはその期間、一時的に契約しました。 

さらに、地図や画像等を使用する講義では、同時アクセスにより負荷が高ま

り、接続が不安定になる事象が発生しました。トラフィックを低減するため、講

師が実施して受講者に見せる講習方法に変えたり、受講者をグループに分けて、

アクセスのタイミングをずらしたりする等の対策で対応しました。 

（２）使用機器の選定及び配備 

講習会向けのＩＣＴ機器は、多くの選択肢がありますが、高齢者向けには、タブレ

ット端末が適しています。 

使用するタブレットのＯＳ、メーカー、調達方法等の選定は、充分な検討が必要で

すが、複数の機種にすると費用の増大の可能性や講習会の運営に支障を来たす場合が

あることに留意が必要です。 

・使用機器の選定と配備は、受講者目線で行う 

講習用のＩＣＴ機器は、主催者からの提供する場合、受講者が持ち込む場合があり

ますが、いずれの場合も、受講者個々が実機を使用して、受講できる環境にすると効

果的です。 

用意する機器の台数は、故障等への対応も考慮して手配することが有効です。 

 使用するＩＣＴ機器の運搬や保管方法等の事前調整も重要です。 

（ポイント） 

・使用するＩＣＴ機器の環境設定やアプリケーションのインストール作業（作業

後の検証を含む）は、時間と手間がかかりますが、不可欠な作業です。事前に

計画書に盛り込むことが重要です。           【関連：２３頁】 
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・タブレット講習会では、液晶画面の清掃用布、タッチペン、イヤホーン、スタ

ンド等の備品の準備も重要です。特に、タッチペンは、高齢者の場合、タッチ

操作でのトラブルが非常に多いので、手書き入力対応のためにも有効です。但

し、タブレットには、微弱な電気に反応する「静電式」と画面を押す圧力に反

応する「感圧式」とがあり、その用途を含めて、適切なものを選択することも

重要です。イヤホーンは、講習会場では、音が混信して音声入力に支障が出る

ため、音楽・ラジオなどのアプリケーションを利用する講習に有効です。高齢

者は音を大きくして聞くケースが多いです。スタンドは、Ｆａｃｅｔｉｍｅ、

カメラアプリを利用する際に有効です。     【関連：２３頁、４３頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、タブレットの特定のＯＳに依存した実証結果にならないよう、

現在の国内のタブレット市場のシェアにおいて上位を占めるｉＯＳとＡｎｄｒｏ

ｉｄ ＯＳの二つの異なるＯＳを選択し、各地域で実施する講習会で使用するＯＳ

をいずれかのＯＳに統一しました。 

タブレットは、実証フィールドである１１自治体の地域を前半グループ（５地

域）と後半グループ（６地域）の２つのグループに分け、各グループをｉＯＳと

Ａｎｄｒｏｉｄ ＯＳの２つのグループに分けました。また、スケジュールの都合

上、３地域同時並行で講習会を開催することを鑑み、ｉＰａｄ及びＡｎｄｏｒｏ

ｉｄタブレットそれぞれについて４５台（３地域×１５受講者）を配備しまし

た。さらに、タブレットが故障した場合に備え、予備のタブレット及び講師が使

用するタブレットも配備しました。その他、講習会に必要な機器として、無線Ｌ

ＡＮルーター、プロジェクター、プリンタ等も故障時の予備機器を加えて配備し

ました。 

なお、予め、無線ＬＡＮルーターとタブレットとの間の設定、Ｇメール等のア

カウント設定、講義に使用するアプリケーションの設定などを行い、併せて、事

前の動作確認も実施しました。 

（３）受講者用研修教材及び講師用研修教材の作成 

受講者用研修教材（テキスト）は、講習会の目標・目的を考慮して、カリキュラム

に沿って作成します。 

作成する際には、ＩＣＴリテラシー等に関する有識者・経験者に指導・助言等を受

けることも効果的です。 

継続的に講習会を実施する場合は、講習会終了毎の反省やアンケート結果を反映す

ると良いテキストとなります。 

講師用研修教材は、講習内容の統一性を図り、また整合性を確保するため、受講者

用研修教材をベースに、講習に必要な具体的作業（例えば、受講者の出欠の確認、自

己紹介、講習の注意事項、アンケートの実施等）、講習の内容、進め方等の講習のポイ

ントを記載し、講習会の講師を務める際の指導書とすると効果的です。 



34 
 

 

・受講者用研修教材は、受講者目線で作成する 

受講者用研修教材（テキスト）は、大きな文字、視覚的にイメージがしやすいよう

に図形による描画、写真、又は、機器の画面の引用等を豊富にしましょう。 

ＩＣＴの専門用語は、高齢者の理解の妨げとなるため、できるだけ使用しないよう

にしましょう。 

テキストは、読者の視認性を考慮すると、カラーが望ましいですが、費用対効果の

考慮が必要です。 

テキストには、操作上の留意点を具体的に例示すると効果的です。 

（ポイント） 

・テキストの内容は、講習内容の正常処理に沿って作成するのが一般的ですが、

受講者の誤操作が散見されます。誤操作した場合の対応についても説明を加え

ておくと親切です。 

・講義に使用するアプリケーションのバージョンアップが行われると、テキスト

の図や説明と本番の画面とが異なることが発生します。その事象を想定して、

例えば、バージョン番号を明記したテキストを作成すると受講者に対しても親

切で、受講者はパニックになりません。         【関連：４３頁】 

・受講者用研修教材（テキスト）には、テキストの最終頁に、氏名及び緊急連絡

先を記入する欄を設けておくと効果的です。高齢者の場合、講習会を受講中に

気分が悪くなる、急に倒れるなど、健康に対する配慮も必要です。そのような

緊急時のために、テキストの最終頁に緊急連絡先を記載してもらっておけば、

速やかに対応することができます。           【関連：４２頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、前半グループの講習会では、講習会を実施しながらテキストを

修正しました。そして、後半グループの講習会では、完成版のテキストをカラー

版で、受講生全員に配布しました。 

受講者用研修教材（テキスト）の最終頁には、氏名及び緊急連絡先を記入する

欄を設けました。しかも、個人情報保護にも配慮して、テキストの裏表紙ではな

く、１頁めくった内側に記載するようにしました。 

・受講者用研修教材は、受講者それぞれに配布する 

受講者用研修教材（テキスト）は、受講者間で共用することは避けましょう。 

自宅に戻ってから講習会の学びを再現して、復習して忘れないようにするために、

受講者は、テキストに自分なりのメモを記載します。また、次回の講義を安心して受

講するために、予習します。 

（ポイント） 

・高齢者に限らず、受講者は、タブレットと研修教材を自宅に持ち帰り講習会の
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学びを再現して、復習したいと考えます。しかし、タブレットを利用するため

には、タブレットが利用できるインターネットの環境が必要です。そのため、

自宅でのタブレットを使用した復習は簡単ではありません。現物のタブレット

がなくても、予習・復習が出来る研修教材であれば、復習が可能です。 

                            【関連：２７頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、講習会の最初の日に、受講者それぞれに受講者用研修教材を配

布し、自宅への持ち帰りを可能としました。講習会にテキストを忘れる人のため

に、予備も用意しました。なお、テキストには、緊急連絡先を記載してもらいま

した。 

（４）講師配置及び研修及びＩＣＴサポーターの配置等 

講習会を効果的に実施するためには、講師とそれを支えるＩＣＴサポーターが重要

です。講習会は受講者が、「緊張しない」、「気兼ねなく受講できる」環境作りが重要で

す。講習会を行う講師、ＩＣＴサポーターは、同じ地域・価値観をもった人であるこ

とが効果的です。 

ＩＣＴサポーターの役割は、「講習会の事前準備、受講者の受付、受講日当日の講師

のサポート、講習会の後の機器の整理・保管、研修教材の管理、その他事務管理等」

で、ＩＣＴサポーターの気配りは、講習会の成果に影響します。 

・講師は、受講者３～４人に１人が望ましい 

講義は、各受講者に１人の講師を配置して実施した方が、受講者も気兼ねなく、わ

からないことを聞くことができ、理解も進むので、端的には、最良の方式ですが、反

面、受講者数に応じた講師を配置しなければならないため、コスト面で無理がありま

す。そこで、受講者３～４人に１人以上の講師を配置すると効果的です。 

講習会の実施に当たっては、受講者が、いつでも、何でも、何回でも質問できる体

制を整えることが重要です。 

（ポイント） 

・複数の講師による講義の場合は、メイン講師とサブ講師に分けて、役割を分担

して行うと効果的です。サブ講師は、受講者が講義について行っているかを確

認し、メイン講師による講義をサポートする役割を担います。また、サブ講師

によるサポート範囲（担当する座席やグループ）を事前に決めておくと効果的

です。                        【関連：４２頁】 

・予定していた講師が急病等の理由によって講習会の講師の任が果たせない事態

が生じても、控えの講師を充当し、速やかに対応できるように予備の講師を準

備しておくと効果的です。 
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（本実証事業での事例） 

本講習会では、地域出身の、ＩＣＴスキルを有し、かつ、高齢者向けのＩＣＴ

講習会の講師経験のあるシニアボランティアを、講習会の受講者４名に対して１

名以上配置（受講者１５名に対して、１人のメイン講師と３人のサブ講師を配

置）しました。 

当日予定していた講師が急病等の理由によって講習会の講師の任が果たせない

事態が生じても、控えの講師を充当し、速やかに対応できるように、講習会を実

施する自治体毎に７人以上の講師を登録配置することを基本体制としました。 

・講師は有償のボランティアで、講習に責任をもたせる 

講師は、同じ価値観を持った、講師の経験者が有効です。 

複数の講師が交替して講習することを考慮して、事前に、講師に対して、講師用研

修教材を使用して指導し、講師間の講義内容のレベル合わせを行うと効果的です。 

（ポイント） 

・事前の指導時期は、講義本番までに講師自身が指導内容をマスターできる期間

を考慮すると効果的です。               【関連：２４頁】 

・講習に対する責任を講師に持ってもらうためには、ボランティアであっても、

ある程度、有償とする（例えば、最低限、交通費等は負担する等）ことが有効

です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、講師には、地域出身の者を充て、その資質として、タブレット

を使ったことのない受講者に対して分かりやすく教えられる能力を有する者で、

講師用研修教材を使用した研修講習を受け、研修を完了した者を充てました。 

具体的には、講習会を実施する地域の運営協力団体が推薦したシニアボランテ

ィアの講師候補者に対して、指導者を派遣して、標準カリキュラム全ての内容に

亘る講習内容についての講義方法を習得するための研修を実施しました。 

また、講師が自習し講習会の準備ができるように、講師候補者に対する研修講

習と講習会の本番の期間を約１週間の期間を置くようにして、講師候補者の自習

時間を設けました。 

本講習会の講師には、講習時間を基本にして、一定の謝金と実費の交通費を支

給しました。 
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（５）講習会の受講者の募集及び選定 

講習会の受講者募集は、講習会の目的、受講対象者、そして、費用対効果を考慮し

ながら、主催者の実情に合わせた募集方法で実施するのが効果的です。 

募集方法としては、“広報紙(誌)に掲載する。チラシやポスターを印刷して公的施設

に置く、掲示する。関係機関や団体経由で配布する。また、地域の老人会やシニア向

けのサークル等の人的ネットワーク（口コミ等）を活用する”が、一般的です。 

・募集要項は、漏れなく、正確に明示することが重要 

講習会の受講者募集時、次の内容を正確に明示しなければ、受講応募者は混乱し、

問合わせが殺到します。 

募集期間は、応募者の立場に立って、ある程度の余裕を持って設定することが必要

です。 

［明示内容］ 

講習会の主催者 

講習会の実施目的及び実施目標 

講習会の開催日時及び場所（駐車場の有無を含む）並びに講習内容 

講習会の募集要項 

・受講者の条件（年齢、住所、性別、ＩＣＴのスキルレベル等）及び 

選定方法 

・受講料（受講料の有無を含む） 

・募集人員 

・受講応募の申込方法 

（申込先、申込期間及び受付時間、申込情報［個人情報］の取扱い、 

問合せ先等を含む） 

・受講者選定時の受講者への連絡方法など 

（ポイント） 

・広報紙(誌)等に表示する場合は字数制限等があり、募集内容の正確な表示に注

意が必要です。                    【関連：３８頁】 

・応募者は、講習会の目的や内容について、自分に都合の良いように解釈して応

募するため、募集要項の記載には注意が必要です。    【関連：２６頁】 

・受講者の条件（ＩＣＴのスキルレベル）の記載は、特に注意が必要です。 

ＩＣＴのスキル等が同一の受講者であれば、受講者のＩＣＴのスキル等のレベ

ルに合わせて講習を行うことができるため、講習内容（説明すべき内容）の決

定が容易ですが、受講者のＩＣＴのスキル等のレベルがバラバラである場合に

は、講習レベルをどのレベルに合わせるか等の配慮が必要となるため、講習内

容（説明すべき内容）の決定が難しくなります。     【関連：４３頁】 
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  スキルレベルの例： 

・パソコンやタブレットを使ったことがない 

・インターネットやメールを使っている 

又は、ソフトウェア（アプリケーション）を使っている 

・パソコンを利用して、資料等を作成している      等 

・講習会の目的・目標に沿った応募者でなかった場合、受講者の理解程度によっ

て、講義内容に対する不満（講義の速度が早い／遅い、内容が易しい／難し

い）が発生します。                  【関連：２６頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、費用対効果を考慮しながら、講習会を実施する自治体の実情に

合わせた募集方法で受講者を募集しました。 

例えば、応募案内を自治体の広報紙(誌)に掲載したり、応募案内を記載したチ

ラシを広報紙(誌)に差し込んで、又は、関係機関や団体経由で配布したり、町内

会の回覧を通じて周知したり、新聞記事への掲載や地元のケーブルテレビでの放

映等マスコミと連携したりして、広く受講者を募集し、募集の効果を上げまし

た。 

また、地域の老人会やシニア向けのサークル等を中心に、口コミ等による周知

拡大も図りました。 

募集案内を掲載する際には、“高齢者”という表記では曖昧であるため、“高齢

者は６５歳以上の者である”と定義し、認識の統一を図りました。しかし、その

表記については、各地域の事情もあるため、各地域に任せました。 

なお、本実証事業における募集に関しては、作成したチラシだけでは募集要領

が十分に伝わっていないことが見受けられました。よく読んで理解した上で申込

んでいない人もいました。例えば、本講習会の目的は、「ＩＣＴを利用したコミュ

ニティ形成やボランティア活動等地域社会への参画に繋げるためのＩＣＴリテラ

シーの向上」でしたが、募集要項に明確に記載されなかったため、タブレットの

操作講習会と解釈して応募してきた人もいました。 

また、受講者の条件に、“ＩＣＴのスキル”を明確に記載しなかったため、色々

なＩＣＴのスキルの人が応募してきました。 

・公的な広報手段を利用すると費用対効果が絶大 

講習会の募集が高齢者の目に留まるよう工夫しましょう。 

自治体の広報紙(誌)に募集要項を掲載すると、非常に有効です。広報紙(誌)の一部

として、募集のチラシを広報紙(誌)と一緒に配布する方法も有効です。 

（ポイント） 

・募集のチラシを公共施設に設置し、掲載しても、高齢者がその公共施設を訪問

するのは頻繁ではありません。 
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・自治体の広報紙(誌)は、掲載原稿の〆切時期（数ヶ月前等に原稿を提出するこ

とが条件）があります。また、掲載する字数が制限される場合があります。募

集要項を正確に周知する工夫が必要です。 

・講習会の開催時期と広報紙(誌)の発行時期（頻度）の整合性の確認は必須で

す。                         【関連：２４頁】 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、大半の自治体は、広報紙(誌)を利用し、さらに、他の手段

を併用して広報活動を行いました。 

応募者の７０％（受講者のアンケート結果による）が、“市の広報、差込みチラ

シを見て応募した”でした。応募者数は、自治体によって異なりましたが、全体

の応募者は、定員（９９０人）の１.７倍の１，６８０人でした。 

参加受講者が予定を満たさなかった地域がありましたが、急な募集であったこ

と、人口及び人口密度も少なく、支援する運営協力団体が地元になかったことが

その要因と思われます。 

・応募の受付け方法を工夫する 

講習会の応募の受付方法は、電話やＦＡＸが一般的です。他に、メール、往復葉書

等の利用もあります。 

講習会の応募受付に当たっては、応募者や受付者の両面から配慮するようにしまし

ょう。 

受付期間は、余裕をもった期間を設定しましょう。 

受付とは別に、問い合わせ窓口も準備しましょう。 

 （ポイント） 

・応募状況を把握する上でも、受付様式を事前に準備し、受付の履歴を残すと効

果的です。 

・電話での受付の場合には、早朝、深夜、祝祭日の応対等で、受付者に負担がか

かります。また、電話をすぐに受信しないと苦情につながります。加えて、受

付メモ等の履歴を残す際の手間がかかります。「言った／聞いていない」等のト

ラブルが発生する場合があります。 

・ＦＡＸでの受付は、受付の履歴も残るので良い方法です。しかし、相手方のＦ

ＡＸの感度レベルが低く、まるっきり判読できない場合や、送信側のミス（例

えば、裏表が逆）で白紙を受信する場合もあります。 

・メールでの受付は、高齢者でＩＣＴに不慣れであることを考えると、ほとん

ど、利用されません。 

・往復葉書での受付は、応募者の往復葉書代の負担が必要となりますが、受付履

歴、受講決定の通知等から考えると、良い方法です。 
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（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、応募受付は、講習会を実施する自治体と運営協力団体に担

って頂きました。多くの場合は、地域の運営協力団体が受付及び問合せの窓口と

なって対応しました。 

受付方法の多くは、電話で受付けました。一部、ＦＡＸや往復葉書で受付けま

した。ＦＡＸで申込みを受付けた地域では、応募者のＦＡＸの感度レベルが低く

て、まるっきり判読できないぐらい薄く、しかも、発信元情報も設定されていな

いため、着信履歴を確認したら、非通知での送信となっており、連絡できないと

いう事例もありました。 

・受講者選定基準の明確化と受講決定通知を工夫する 

受講応募者が多数いる場合に備え、受講者の選定基準を募集時に明確にし、募集要

項に明示するようにしましょう。講習会の目的や内容等に応じて、抽選・申込順等の

方法を選択すると効果的です。 

選定した受講者への連絡は、電話による方法が一般的です。その場合、受講者の受

講日の間違いや忘れ防止対策も考慮しましょう。 

（ポイント） 

・高齢者に限らず、無料の講習会では、申込者自身に負担が生じないため、講習

会の実施日近くなって辞退する人もいるので、補欠の選択ルールも考慮してお

きましょう。 

・当選した受講者への連絡ができない場合（例えば、電話番号の誤り、非通知の

電話に出ない等）もあるので、それに対応した補欠の選択ルールも考慮してお

くと効果的です。 

・受講者の受講日の間違いや忘れを防止するため、受講決定通知のＦＡＸや葉書

（費用が発生します）等の紙媒体を送付するのも効果的です。また、講習会の

近日になって、再度、電話で受講の意思を再確認することも効果的です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会の場合は、受講応募者が多数いる場合に備え、受講者の選定基準は、

「講習会実施地域に在住で、かつ、６５歳以上の高齢者を優先する」という統一

選定基準を設けました。最終選定は、講習会を実施する自治体及び運営協力団体

に担って頂きました。実態として、受講者の最終選定は、申込順とする地域が多

く、抽選で行った地域もありました。 

当選した受講者への連絡は、電話による方法が一般的でした。なお、講習会の

開催間際になって、再度、電話で受講の意思を再確認して、突然の受講辞退を防

止していた地域もありましたが、それでも、講習会を辞退する人がいました。受

講者の間違いや忘れ防止対策として、受講決定通知の葉書を郵送した地域もあり

ました。 
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３.３ 講習会の実施 

講習会は、基本的に、講師及びＩＣＴサポーターが中心となって実施します。 

講師は、講習会の目的及び目標から決められたカリキュラムに従って、受講者が、

欠席せず、厭きずに、楽しく受講して、ＩＣＴリテラシーの向上に繋がるように講義

を進める必要があります。 

ＩＣＴサポーターは、講習会を実施する講習会会場の設営等諸準備（利用機器の搬

入及び据付、保管、搬出）、講習会の受付、講習会の実施状況の記録を行い、講師が問

題なく講義ができる環境を構築します。 

そして、本番の講習会を始める前に、講師及びＩＣＴサポーターが協力して、講習

会のリハーサルを行うと効果的です。 

・講習会のリハーサルは、本番環境で、本番状態で行うのがベスト 

講習会リハーサルの実施目的は、講習会の実施時間、実施内容等のスケジュール全

体の確認、講師の講義の事前練習、ＩＣＴサポーターの講習会実施支援業務の事前確

認等ですが、この他に、不具合点の事前摘出もあります。この不具合解消の対策期間

を確保するため、本番数日前にリハーサルを実施し、本番を迎えることが効果的です。 

講習会のリハーサルは、出来るだけ、本番環境で、本番状態で行うようにしましょ

う。 

タブレットを使用した講習会では無線を使用します。インターネットとの接続等通

信環境の事前確認は必ず行いましょう。 

（ポイント） 

・通信環境の事前確認は、会場が替わる度に会場毎に実施すると有効です。 

・確認は、講習会で使用するＩＣＴ機器の数、講習会で使用するアプリケーショ

ン（特に、地図、写真等の画像処理のアプリケーションの場合は）を本番と同

じ状態（通信の負荷を本番と同じ状態にするため）にして実施すると、不具合

の事前摘出に効果があります。             【関連：３０頁】 

・無線ルーターを複数用意（アクセスポイントの増加）し、タブレットの接続先

を割振るとアクセスの問題が解決する場合があります。  【関連：３０頁】 

・インターネットとの接続不可等のトラブル発生に対する講義の対策を検討して

おくと効果的です。例えば、全員で一度にアクセスすることは止めて、グルー

プ分けして、アクセスのタイミングをずらして負荷を下げる方法も有効です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、各地域（自治体）の３会場で実施する講習会のうち、最初の会

場において、講習会を実施する前日に、講習会のリハーサルを行いました。 

リハーサルは、標準カリキュラムの４コマ（第１日目から第４日目までの全

て）の具体的な講義内容の他、講習会の運用に重点を置いて、問題なく実施でき
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ることを確認しました。 

インターネットとの接続等通信環境の事前確認は、講習会のリハーサル時の使

用を通じて確認しました。しかし、講習会本番を想定して、使用する機器の数や

使用するアプリケーションを本番と同じ状態にしての事前確認は実施しませんで

した。また、講習会の会場が替わる度に、会場毎のリハーサルは実施しませんで

した。 

その結果、“インターネットとの接続ができない。アプリケーションが反応しな

い”等通信が不安定な状態が発生することがありました。そのため、急遽、無線

ルーターのアクセスポイントを増加し、タブレットの接続先を割振る等の対策を

行いました。 

また、トラフィックを低減するため、講師が実施して受講者に見せる講習方法

に変えたり、受講者をグループに分けて、アクセスのタイミングをずらしたりす

る等の対策も実施しました。 

・受講者が安心して、楽しく受講できる環境作りに配慮する 

受講者に講習会に来ることが楽しいと感じさせる環境にすることが大切です。 

講師と受講者間だけでなく、受講者間で、隣同士で教え合う環境ができると講義の

効率がアップするので、受講者間のコミュニケーションの機会を設けると効果的です。 

（ポイント） 

・コミュニケーションの機会を設ける方法として、自己紹介、受講者のグループ

化、ドリンクコーナーの設置、懇親会の開催等の方法があります。 

・机の配置、着席する座席の割当てに、意図を持った工夫等で対応する方法も有

効です。 

・配布された個々の受講者用教材（テキスト）に、体調不良時の緊急連絡先を記

載させることを最初に行うと、受講者も安心して受講ができます。主催者も緊

急時に対応できます。 

・無断で欠席する、安易に欠席することを防止する対策として、例えば、最初の

受付時に誓約書を書かせる、グループ化を行う、講師からの“次回も会いまし

ょう”という声かけ等が有効です。 
 

（本実証事業での事例） 

 本講習会では、講習会会場の運営は、講習会を実施する自治体又は運営協力団

体に担って頂きました。主に、地域の運営協力団体が、過去の経験、地域の事情

を参考に、工夫して実施しました。 

「自分の目的が達成した」とか、「討論や発表等には参加したくない」などの理

由から、無断で欠席する、安易に欠席することを防止するため、グループ化や講

師からの声かけを行いました。 
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・一日の講義時間は、３時間程度が適当であり、１時間間隔で休憩が必要 

高齢者にとって、不慣れなＩＣＴの講習会の受講は、大変なストレスです。ストレ

スを軽減する工夫をしましょう。 

講義時間は、講義内容にも関係しますが、一日の講義時間は３時間程度が目安です。 

タブレットは、受講者個人毎に用意しましょう。 

座学が長いと集中力がなくなるので、タブレットを実際に操作する講義と組み合わ

せると効果的です。 

（ポイント） 

・講義は、復習を取り入れながら、講義回数を増やす講義方法が有効です。何回

にも分けて講義回数を増やすことは、講師にとっては、非効率的、非経済的で

すが、受講者側のメリットを優先しましょう。       【関連：２７頁】 

・講義は、プロジェクターやマイクを利用すると効果的です。 【関連：３２頁】 

・くどい説明は避け、専門用語は使用せず、簡潔に分かり易く、ゆっくり説明す

るようにしましょう。                  【関連：２７頁】 

・タブレットの特性を活かして、座席から離れる、講習室外に出て操作するのも

気分転換になります。 

・受講者には、講師の話を聞くのが精一杯で、自分のタブレットの画面、プロジ

ェクターの画像、受講者用教材（テキスト）を同時に参照できません。講師

は、この点に配慮して、参照する場所を指示して説明すると効果的です。 

・タブレットの操作は、実践が大切です。講義では、受講者全員に操作を体験さ

せましょう。 
 

(本実証事業での事例) 

 本講習会では、１講義３時間で実施しました。また、講義の途中の切りの良い

ところ（１時間間隔）で休憩を入れました。 

プロジェクターに講師のタブレット画面と受講者用教材（テキスト）を交互に

映して講義内容を説明するようにしました。 

今回の受講者のＩＣＴスキルは、バラバラであったため、講師は、講義レベル

の設定、復習時間の設定において、苦労しました。 

・講義内容は、一般的事例だけでなく、地域の事例を加えると効果的 

受講者が、“私も知っている”と興味を持ってもらうと、講義の効果が上がります。

一般事例だけでなく、講習会の実施地域に関係する事例を取り上げると効果的です。 

（ポイント） 

・同じ教材を使用して、複数の地域で講習会を実施する場合においても、受講者

用教材（テキスト）の一般事例部分を地域の事例に差替えて講義すると、受講

者には身近な事例であるため、受講者を講義に集中させることができます。講
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習会を実施する地域に合わせて、受講者用教材の差替資料を作成するようにし

ましょう。差替資料の作成ができない場合は、講師が説明を加えて、地域の事

例を紹介しましょう。                 【関連：３４頁】 
 

（本実証事業での事例） 

 本講習会では、標準カリキュラムに沿って、全国共通の受講者用の標準のテキ

ストを作成して配布しました。 

各地域の講習会では、講師が、一般事例や地域にあった事例等を活用して講習

を実施しました。 

例えば、次のような事例は受講生に好評でした。 

・開催地域の自治体のホームページの情報 

・自治体が設置しているライブカメラの紹介 

・乗換案内やネットショッピングの実生活に役立つサービス 

・ネットショッピングで実際に購入した商品を紹介 

・自治体の協力の下、「詐欺サイトへの誘導」等の画像を紹介 

・講習会で使用する端末機器の維持をタイミング良く行う 

講習会を複数回に亘って実施する場合には、講習会終了後の端末機器の維持管理が

重要な作業です。 

タブレットの場合は、充電、液晶画面の清掃、各種設定の初期化やデータの消去等

の維持管理が必要です。タブレットの維持管理方法（維持管理作業の実施タイミング、

担当者、実施場所等）を事前に決めておくことが必要です。 

（ポイント） 

・タブレットのバッテリーの使用可能時間や充電に必要な時間を把握しておくこ

とが必要です。                    【関連：３２頁】 

・充電用のコンセントの数と容量を確認し、テープルタップを準備することも必

要です。                       【関連：３０頁】 

・タブレットの無駄なバッテリーの消費を抑えるために、電源オフの確実な確

認、不用意な電源オンの防止が必要です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、端末機器の充電、液晶画面の清掃、各種設定の初期化やデータ

の消去等の維持管理を地域の運営協力団体（ＩＣＴサポーター）に担って頂きま

した。 

原則、１日の講習会終了毎に、維持管理を実施しました。 

タブレットは、機種によって差はありますが、約６時間使用後、充電が必要

で、講習スケジュールを見ながら、講習会の合間、場合によっては充電しながら

講習会を実施しました。 

タブレットの液晶画面の清掃は、講習会の合間にも実施しました。 
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・講習会の改善点等のフィードバック、関係者間の情報共有体制を整備する 

講習会を継続的に実施するためには、講義終了時に、アンケートへの回答を受講者

にお願し、その結果を講習会の改善等にフィードバックさせることが重要です。 

また、アンケートへの回答は、受講者に限らず、講師及びＩＣＴサポーターにもお

願いすれば、受講者以外の視点からの講習会の改善点等のヒントも得られます。 

アンケートを取得しても、次回の講習会に反映することができなければ、アンケー

トを取得することが無意味になります。アンケート結果（特に、改善が必要な事項）

を次回の講習会に反映する仕組みを整えると効果的です。 

また、講習会を、複数の講師、複数のＩＣＴサポーター、複数の関連事務担当で運

用する場合、講習会の実施成果（良かった点、問題や改善点等）などの情報を共有す

る仕組みを作りましょう。 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、講習会の実施成果やアンケートの実施結果などの情報の共有

は、自治体及び運営協力団体で行いました。 

各地域での受講者数や、講習会での実施成果（良かった点、問題や改善点等）

については、週次報告という形で、協会が講習会を実施する各地域の運営協力団

体から収集し、必要事項を関連する他の地域に展開しました。 

３.４ 講習会の実施結果の検証 

 「ＰＬａｎ、ＤＯ、Ｃｈｅｃｋ、Ａｃｔｉｏｎ」が大切です。講習会も、色々な観

点からの調査（Ｃｈｅｃｋ［アンケートの実施］及びＡｃｔｉｏｎ［分析と対策］）す

ると効果的です。 

講習会の計画時に、調査の目的や観点を明確にし、調査計画を立案することが必要

です。調査計画を立案する際には、５Ｗ１Ｈの項目を検討・立案すると効果的です。 

ここでは、高齢者の受講者へのアンケートを中心に記述します。 

（ポイント） 

・調査の観点は、 

・講習会の目的・目標は達成できたか等の成果を確認する。 

・実施した講習会の改善点を探す。 

・他の講習会に展開すべき事を探す。 

・調査の対象は、 

・会場や機材等の物理的なものに対して 

・人的なものに対して 

・講師に対して 

・ＩＣＴサポーターに対して 

・受講者に対して 

・実施ルールや実施方法等の運用的なものに対して 
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（本実証事業での事例） 

本講習会では、各地域で実施した講習会の成果を確認するため、記入式（アン

ケート）による調査と対面式（ヒアリング）による調査を実施しました。 

記入式（アンケート）による調査は、講師、ＩＣＴサポーター及び講習会の受

講者の三者に対して行いました。 

対面式（ヒアリング）による調査は、講習会の受講者に対して行いました。受

講者に対するヒアリングは、講師が行いました。 

・アンケート項目は、アンケートの目的（講習会の目的等）から決める 

アンケート項目は、色々な観点から設定して本音を引き出すことが必要です。その

項目の中に、アンケートの「目的（講習会の実施目的等）の評価」に該当する項目を

入れると効果的です。 

（ポイント） 

・アンケートの質問文章は、簡潔に、専門用語を使用しない等、受講者が迷わな

いで、即答できるようすることが重要です。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、アンケート項目は、本実証事業終了後も、自治体又は地域での

自発的な取組みとして普及展開ができるように、講習会の在り方を問う項目を設

定しました。 

特に、講習会の受講者に対しては、高齢者の社会参画促進等の観点から、講習

会の目的に関する理解度、講習会のカリキュラム（実施内容）及びその進め方

（実施方法）、講習会を通じて得られた成果、社会参画への今後の試みを中心に項

目を設定しました。 

また、講師及びＩＣＴサポーターに対しては、講習会の準備、実施内容、実施

方法を中心に調査し、効果的かつ効率的な講習会の進め方や進めるに当たっての

留意点等を調査しました。 

・アンケートの取得方法は、受講者の記入する立場から決める 

アンケートは、記入式による調査法と対面式（ヒアリング）よる調査法があります。

記入式による調査が容易です。対面式（ヒアリング）よる調査は、調査する時間や分

析する時間が必要です。なお、高齢者の受講者は、対面式（ヒアリング）による調査

は好まない傾向があります。 

（ポイント） 

・記入式アンケートにおいては、選択肢方式が効果的です。自由に記載させる方

式は、記述時間もかかる、漢字が分からない等で、記載しない（空白）回答が

多くなります。 
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・選択肢方式は、アンケートの集計や分析に、稼働をかけずに短時間で行えま

す。選択肢方式の場合、５段階から選択させると、ある程度、本音の回答が得

られます。３段階から選択させると、中段階に回答が集中してしまいます。７

段階から選択させると、回答者は、回答に迷ってしまいます。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、受講者に対してのアンケートは、記入式による選択肢方式（５

段階からの選択による）の調査法を多用しました。 

また、受講者の“社会参画に関する達成度の評価”のため、対面式による調査

も行いました。受講者に対するヒアリングは、講師が行いました。 

・アンケートの様式は、空白回答とならないように工夫する 

高齢者の受講者は、講習が終了すると、即退席したいという気持ちになるので、ア

ンケートの記載の時間を講義時間内に十分確保すると有効です。 

アンケートの回答が、空白回答とならないように工夫しましょう。 

（ポイント） 

・アンケートは、記名式では、本音が聞けません。空白回答が多いという結果に

なります。 

・アンケートの分析において、講習全体での相関関係の分析を行いたい場合は、

氏名以外の機器番号や座席番号等をアンケート用紙に記載させる等が有効で

す。 

・アンケートの量は、Ａ４用紙１枚程度が適当です。 

・アンケート項目の配置と回答者の目線の流れを一定にすると回答しやすくなり

ます。裏面も使用時は、その旨も大きく表示して気づかせるなど、注意喚起も

必要です。 

・講習会が複数日にまたがる場合には、講習日毎にアンケートを取得すると効果

的です。最終日にまとめてアンケートを取得すると、以前の講習内容を忘れて

しまい、空白回答が多くなります。 

・アンケート用紙を持ち帰って、次回の講習時に回収する方法は、持参忘れが多

発し、アンケートの回収が難しくなります。 
 

（本実証事業での事例） 

本講習会では、講習会時間内でアンケートを実施するようにしました。個人情

報保護の観点から無記名方式で、講義毎にアンケート用紙を配布して回収しまし

た。また、記載漏れ防止のため、その都度、講師による注意喚起を行いました。 

初日のアンケートには、受講者のプロフィール（年齢、性別、ＩＣＴのスキ

ル、所有しているＩＣＴ機器等）を記載させ、最終日のアンケートには、講習会

全体に対するアンケート項目を入れました。 
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付録 成果発表会で報告した講習会の成果事例 

（１）北海道 帯広市 
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（２）岩手県 一戸町 
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（３）栃木県 栃木市 
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（４）新潟県 新潟市 
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（５）福井県 坂井市 
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（６）岐阜県 大垣市 
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（７）和歌山県 田辺市 
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（８）山口県 光市 
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（９）愛媛県 松山市 
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（１０）鹿児島県 薩摩川内市 
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（１１）沖縄県 南城市 
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